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２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

以
降
、
東
京
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
期
待
も
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
美
し
い
自
然
と

水
辺
環
境
を
有
す
る
都
会
の
オ
ア
シ
ス
で
あ
り

た
い
、
日
本
に
住
む
人
、
東
京
で
暮
ら
す
人
た

ち
に
と
っ
て
も
、
訪
れ
た
い
街
で
あ
り
、
生
活

す
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
都
市
で
あ
り
た
い
、

と
強
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
東
京
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高
め
る
た

め
に
、「
外
濠
」が
果
た
す
役
割
は
き
っ
と
大
き

い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
活
動
を
皆

さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
外
濠
を
再

生
す
る
こ
と
の
意
義
を
お
伝
え
す
る
と
同
時
に
、

こ
の
思
い
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

組織について

　

か
つ
て
江
戸
城
の
外
側
を
取
り
囲
ん
で
い
た

お
濠
で
あ
る「
外
濠
」。
自
然
と
歴
史
の
融
合
す

る
貴
重
な
文
化
的
遺
産
で
あ
り
な
が
ら
、
約

４
０
０
年
の
時
を
経
て
、
外
濠
の
役
割
は
時
代

に
応
じ
て
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
水
質
を
含

め
周
辺
の
環
境
も
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
ま
ず
は
水
質
の
浄
化
を
進
め
る

こ
と
で
、
昔
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
生
物
や
植

物
が
生
息
で
き
る
環
境
を
取
り
戻
し
、
豊
か
な

水
辺
を
整
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

外
濠
の
周
辺
に
点
在
す
る
貴
重
な
史
跡
群
を
含

め
た
環
境
を
整
備
し
、
外
濠
を
今
よ
り
も
美
し

い
姿
に
変
え
て
、
１
０
０
年
、
２
０
０
年
先
の

世
代
に
ま
で
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

水
質
を
浄
化
し
て
景
観
を
改
善

貴
重
な
遺
産
で
あ
る
外
濠
を
再
生

活動の目的
Why

Who
　

外
濠
水
辺
再
生
協
議
会
は
、
千
代
田
区
と
新

宿
区
、
港
区
に
ま
た
が
る
外
濠
周
辺
の
企
業
が

集
ま
り
、
２
０
１
６
年
５
月
20
日
に
任
意
団
体

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
の

幹
事
企
業
は
、
鹿
島
建
設
株
式
会
社
、
株
式
会

社
西
武
不
動
産
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
の
３
社
。
一
般
企
業

と
し
て
、
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
、
株
式
会
社

日
建
設
計
、
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
、
前
澤
工
業
株
式
会
社
の
４
社
が
参

画
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
に
は
企
画
・
広
報
分
科
会
と
技
術
分

科
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や

情
報
発
信
、
水
質
浄
化
・
景
観
改
善
に
関
す
る

提
案
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
外
濠

周
辺
の
地
域
、
行
政
、
学
識
者
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
と
提
案
の
実

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

外
濠
の
問
題
解
決
に
挑
む

現
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

経
済
的
成
長
を
成
し
遂
げ
た
利
便
性
の
高
い

都
市
空
間
、多
様
な
生
物
が
生
息
し
四
季
を
感
じ

ら
れ
る
自
然
空
間
、
江
戸
城
を
中
心
と
し
た
歴

史
を
感
じ
ら
れ
る
文
化
空
間
を
目
指
し
、
外
濠

周
辺
を「
豊
か
な
暮
ら
し
の
空
間
」と
し
て
次
世

代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

「外濠」の再生を目指してさまざまな活動をしてきた「外濠水辺再生協議会」。
私たちがどんな組織でどのような活動を行ってきたのかをご紹介します。

で知る
5W1H

外濠  水辺再生協議会の活動

●KADOKAWA
●サントリーコーポレートビジネス
●Ｚコーポレーション
●博報堂
●博報堂DYメディアパートナーズ
●博報堂デジタル
●Mapbox Japan
●森ビル
●ヤフー
●レンタルのニッケン

●大日本印刷
●日建設計
●日本コンベンションサービス
●前澤工業

参加企業

協議会組織図

●鹿島建設
●西武不動産
　プロパティマネジメント
●前田建設工業

幹事企業

過去に参加していた企業

協議会

顧問

運営委員会

事務局

技術分科会企画・広報分科会
外濠再生イメージ

一般企業
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外
濠
周
辺
の
主
要
企
業
や
、
団
体
、
地
域
住

民
の
方
々
の
ご
要
望
と
ア
イ
デ
ア
を
吸
い
上
げ
、

よ
り
良
い
外
濠
の
周
辺
環
境
を
提
案
し
て
い
く

た
め
２
０
１
６
年
５
月
20
日
、
任
意
団
体
と
し

て
外
濠
水
辺
再
生
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
に
は
東
京
都
建
設
局
に
協
議
会
提

案
書
を
提
出
し
、
外
濠
の
水
質
改
善
と
景
観
改

善
を
提
案
。
２
０
２
１
年
に
は
濠
底
シ
ー
ド
バ

ン
ク
調
査
の
結
果
を
土
木
学
会
年
次
学
術
講
演

会
で
発
表
。
２
０
２
２
年
に
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
公
開
し
、
活
動
へ
の
興
味
関

心
の
醸
成
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
５
年
、
約
10
年
間
の

活
動
の
集
大
成
と
し
て「
外
濠
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
、
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

外
濠
周
辺
の
企
業
が
集
結
し
て

２
０
１
６
年
に
活
動
が
ス
タ
ー
ト

外濠水辺再生協議会の歴史
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JAPIC主催の
「外濠再生構想シンポジウム」に参加2014年5月30日

2016年5月20日 外濠水辺再生協議会設立

2017年7月25日 
シンポジウム
「江戸城　外濠と文化」を開催

2021年9月10日 
シードバンク調査の結果を
土木学会年次学術講演会で発表

2023年5月24日
JAPIC主催の
「東京水辺再生シンポジウム」に参加

「市ヶ谷濠」、「新見附濠」、「牛込濠」の
総称「外濠北側3濠」のエリアと、紀
尾井町周辺の「弁慶濠」が現在の外濠
の水辺地域。さらに埋め立て部分を
含めた弁慶濠から牛込濠に至る外濠
の全域を協議会の活動範囲と定めた

協議会では、状況の異なる両
エリアでそれぞれ適切な対策
を検討しながら活動してきた
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活動対象の外濠範囲

外濠水辺再生協議会の歴史

　

外
濠
水
辺
再
生
協
議
会
の
活
動
の
内
容
と
し

て
、
①
水
質
浄
化
、
②
景
観
改
善
、
③
防
災
対

策
と
い
う
３
つ
の
柱
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
水
質
浄
化
は
、
効
果
的
な
水
質
浄
化
と
維
持

対
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
行
政
へ
の
提
案

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

②
景
観
改
善
へ
の
取
り
組
み
は
、
親
水
施
設
や

史
跡
を
活
か
し
た
景
観
対
策
の
ア
イ
デ
ア
を
検

討
し
て
行
政
へ
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

③
防
災
対
策
は
、
外
濠
の
特
性
を
活
か
し
た
防

災
・
避
難
対
策
を
考
え
て
、
行
政
へ
提
案
し
て

き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
も
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

外
濠
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
を
は
じ
め
、
散
策
イ
ベ
ン
ト
や
水
質
浄
化

と
景
観
改
善
の
活
動
な
ど
に
協
力
。
そ
れ
ぞ
れ

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
き
な
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

パ
ネ
ル
展
示
を
通
じ
て
外
濠
の
歴
史
や
現
状
を

発
信
。
都
民
の
方
を
中
心
に
、
活
動
の
認
知
を

広
め
ま
し
た
。

　

東
京
都
の
導
水
計
画
を
前
提
に
、
都
市
の
水

辺
に
ふ
さ
わ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
言
。

市
民
、
企
業
の
枠
を
超
え
、
外
濠
に
対
す
る
興

味
と
共
感
を
高
め
る
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
企
画
す
る
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
拡
充
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
を
踏

ま
え
、
玉
川
上
水
復
活
後
に
は
、「
遊
べ
る
・
泳

げ
る
・
飲
め
る
」と
い
う
将
来
の
外
濠
の
可
能
性

を
探
っ
て
き
ま
し
た
。

水
質
浄
化
、景
観
改
善
、防
災
対
策
の

3
本
柱
で
行
政
に
提
案
を
行
う

実際に水質調査を行ったり、「外濠EXPOシンポジウム」を開催したりと精力的に活動

When

これまでの
取り組みについて HowWhat

2019年10月6日 東京都建設局に協議会提案書を提出

2022年4月15日 外濠水辺再生協議会ウェブサイト公開

2025年11月11日
「外濠開削400年へ向けて！
外濠EXPOシンポジウム」を開催

シンポジウム
「江戸城 外濠と文化」
のパンフレット

外濠水辺再生協議会の
活動範囲
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外
濠
水
辺
再
生
協
議
会
が
主
催
し
、「
外
濠
市

民
塾
」の
協
力
を
得
て「
外
濠
開
削
４
０
０
年
へ

向
け
て
！
外
濠
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

Ｄ
Ｎ
Ｐ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
都

と
千
代
田
区
と
い
う
行
政
の
後
援
を
得
て
行
っ

た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
外
濠
と
い
う
歴
史

的
か
つ
都
市
的
資
源
で
あ
る
そ
の
価
値
を
再
認

識
し
、
市
民
・
行
政
・
学
術
・
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
共
有
し
、
今
後
の
方
向
性
を
議
論
す

る
場
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

冒
頭
で
は
、
東
京
都
副
知
事
の
宮
坂
学
氏
と
、

法
政
大
学
名
誉
教
授
の
陣
内
秀
信
氏
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
、
両
氏
の
外
濠
へ
の

思
い
や
協
議
会
の
取
り
組
み
の
背
景
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
運
営
委
員
会
の
中
西
隆

夫
副
委
員
長
が
協
議
会
の
設
立
背
景
や
活
動
目

的
を
説
明
。
安
井
利
彰
技
術
分
科
会
会
長
よ
り
、

水
質
改
善
の
考
え
方
や
提
案
事
例
な
ど
協
議
会

の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
法
政
大
学
の
福
井
恒
明
教
授
と

同
大
学
院
生
の
一
柳
怜
美
氏
が「
外
濠
市
民
塾
」

視
点
で
外
濠
の
価
値
と
魅
力
を
発
表
し
、
続
い

て
、
東
京
都
都
市
整
備
局
の
瀧
口
勇
太
氏
が
東

京
都
の
施
策
と
展
望
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
協
議
会
の
玉
置
泰
紀
氏
司
会
の
下
、

東
京
都
都
市
整
備
局
の
新
良
京
子
氏
、
法
政
大

学
の
福
井
教
授
、
東
京
ス
リ
バ
チ
学
会
の
皆
川

典
久
氏
、
協
議
会
の
安
井
氏
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

外
濠
は
東
京
が
誇
る
貴
重
な
財
産
で
す
。
も

と
も
と
は
、
幕
府
が
江
戸
の
町
を
防
御
す
る
た

め
に
造
っ
た
外
濠
は
、
凸
凹
地
形
と
豊
か
な
自

然
条
件
を
う
ま
く
組
み
込
ん
だ
有
機
的
な
都
市

構
造
な
の
で
す
が
、
全
国
の
城
下
町
で
、
こ
れ

ほ
ど
外
濠
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
。

　

ま
た
、
外
濠
は
重
要
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
し
て

の
回
廊
で
も
あ
る
の
で
す
。
大
正
７
年
に
は
東

京
水
上
倶
楽
部
が
オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
周
辺
の

大
学
の
学
生
た
ち
が
遊
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
当

時
は
市
民
た
ち
に
も
大
い
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
が
市
谷
田
町
に

移
転
し
て
か
ら
は
、
学
生
た
ち
と
共
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
は「
外

濠　
江
戸
東
京
の
水
回
廊
」と
い
う
本
も
刊
行
し
、

そ
れ
を
機
に
法
政
大
、
東
京
理
科
大
、
Ｄ
Ｎ
Ｐ

と
で「
外
濠
市
民
塾
」が
生
ま
れ
、
２
０
１
６
年

に
は「
外
濠
再
生
懇
談
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
外
濠
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
い
わ
ば
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
す
。
水
都
・
東
京
の
復
権
を
、
ま
さ
に

外
濠
か
ら
創
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、

外
濠
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
外
濠
浄
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
歴
史
的
財
産
で
あ
る

外
濠
の
水
質
改
善
を
進
め
、
癒
し
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
品
格
の
あ
る
景
観
の
形
成
に

よ
っ
て
水
の
都
・
東
京
を
甦よ

み
が
え

ら
せ
る
」
と
い
う

取
り
組
み
で
す
。
２
０
５
０
年
代
の
目
指
す
姿

と
し
て
、「
玉
川
上
水
や
河
川
等
の
清
流
が
復
活

し
、
外
濠
で
は
蛍
が
舞
い
、
江
戸
の
昔
な
が
ら

の
風
景
が
再
生
。
歴
史
・
文
化
を
紡
ぐ
日
本
橋

川
を
中
心
に
水
の
都
が
形
成
」
と
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
の
行
政
計
画
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
都
民
の
一
人
と
し
て
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
の
成
熟
し
た
都
市
に
共
通
す
る
の
は
、「
自
然

と
便
利
さ
が
融
合
し
て
い
る
」
こ
と
で
す
。
豊

か
な
水
と
緑
が
身
近
に
あ
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
生
活
の
質
や
品
格
が
向
上
し
ま
す
。
歴
史
と

文
化
を
伝
え
る
外
濠
を
活
か
し
、
子
供
や
孫
の

世
代
に
、
美
し
い
水
と
緑
に
溢
れ
、
自
然
と
便

利
が
融
合
し
た
東
京
を
残
し
た
い
。
産
官
学
が

一
体
と
な
っ
て
、
外
濠
の
価
値
を
共
有
し
、
新

た
な
未
来
を
育
む
場
に
し
た
い
で
す
ね
。

市
民・行
政・学
術・企
業
が
集
結
し

外
濠
の
未
来
を
議
論

外濠E X P O 2 0 2 5開催によせて

「
産
官
学
」が
一
体
と
な
っ
て

外
濠
の
価
値
を
共
有
す
る
こ
と
で

新
し
い
未
来
を
育
む
場
に
期
待

パネル出張展示 会場提供
説明員協力

2025年11月11日、外濠水辺再生協議会主催の「外濠開削400年へ向けて！
外濠EXPOシンポジウム」が開催されました。その詳細をレポートします！

法政大学名誉教授

東京都副知事

陣内秀信氏

宮坂 学氏

1947年福岡県生まれ。イタリア都
市史・建築史学者。イタリア都市と
江戸・東京を空間人類学的に比較研
究。サントリー学芸賞などを受賞し、
メディアでも活躍している

1967年山口県生まれ。ヤフーの社
長、会長職を経て、2019年9月に
東京都副知事に就任。デジタル技
術を活用した都政のDXやスター
トアップ支援などを行う

「
水
都
・
東
京
」の
復
権
を

外
濠
か
ら
創
り
上
げ
て
い
こ
う

E
X
P
O
の
開
催
に
期
待
す
る
！

「産官学」の連携が生んだ10年の集大成

外濠EXPO2025
開催レポート

EXPO 2025

外濠開削400年へ向けて！
外濠EXPOシンポジウム

外濠EXPO特別パネル展
協議会×市民塾が見た外濠

ビデオメッセージ

連携

協議会について 活動総括 外濠市民塾 東京都施策

パネルディスカッション

都主催イベント協議会主催イベント

外濠EXPO2025
「産」「学」「官」との
連携イメージ

外濠
EXPO

産

学 官

プロジェクション
マッピング

外濠の
水辺再生事業に関する
都民向け勉強会2025

後援自治体
東京都／千代田区

連携
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水質の浄化により、かつての豊かな水辺を取り戻すこと。そのために協議会のメンバーである企業が
技術力を活かして外濠の水質改善に取り組んだ、そのプロセスを振り返ります。

産 の取り組み 外
濠
水
質
改
善

企業

貯留管でどれくらい下水の流入を抑えるか、また導水量の適切な値を検討
したグラフの一例

シミュレーション精度向上のため、外濠の水の出入りの調査を実施

水
と
Ｃ
Ｓ
Ｏ
対
策
は
、
ど
ち
ら
も
大
切
な
柱
で

あ
り
、
こ
の
２
つ
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
示
さ
れ
た
の
で
す
。

　

現
在
、
豪
雨
時
の
下
水
の
流
れ
込
み
を
防
ぐ

た
め
の
貯
留
管
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
北
側
３

濠
へ
の
下
水
流
入
は
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
荒
川
の
水
や
下
水
再
生
水
を
外
濠
に
引

き
込
む
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す（
２
０ 

３
０
年
代
完
了
予
定
）。
今
後
、
北
側
３
濠
の

さ
ら
な
る
水
質
改
善
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
ア
オ
コ
』の
発
生
を
抑
制
す
る

水
草
の
可
能
性
に
着
目

　

弁
慶
濠
で
は
、
ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ
と
い
う
水

草
が
よ
く
育
っ
て
お
り
、
そ
の
お
か
げ
で
水
の

透
明
度
が
高
く
、
ア
オ
コ
の
発
生
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
水
草
が
放
出
す
る
化

は
確
認
で
き
ず
、
過
去
に
北
側
３
濠
で
繁
茂
し

て
い
た
水
草
を
復
元
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
水
質

改
善
の
可
能
性
は
低
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

参
画
企
業
の
技
術
と
知
見
が

外
濠
の
水
質
改
善
検
討
に
寄
与

　

そ
こ
で
、
弁
慶
濠
と
北
側
３
濠
が
地
形
的
・

水
域
的
に
類
似
性
を
持
つ
こ
と
に
着
目
し
、
弁

慶
濠
で
繁
茂
し
て
い
る
ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ
を
北

側
３
濠
に
移
植
す
る
こ
と
で
水
質
改
善
が
図
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
ま
し
た
。
そ
の
可

能
性
を
検
証
す
る
た
め
に
室
内
試
験
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ
が
ア
オ
コ
の
発
生

を
抑
制
す
る
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
導

水
に
よ
る
改
善
策
に
加
え
て
、
水
草
が
持
つ
自

然
の
浄
化
力
を
活
か
す
こ
と
で
、
北
側
３
濠
の

水
質
改
善
を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
る
可
能
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
対
策
の
複
合
効
果
で
、
北
側
３
濠
の

水
質
改
善
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
水
質
改
善
の
効
果
を
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
水
生
植
物
浄
化
法
の
導
入
の
是
非
を
評
価

す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
は
前
田
建
設
工
業
の
土
木
技

術
部
が
主
体
と
な
り
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
各

社
が
参
加
。
さ
ら
に
法
政
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学

部
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
協
力
を
得
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
参
画
企
業
の
技
術
と
知

見
が
大
い
に
活
か
さ
れ
て
、
東
京
都
の
外
濠
浄

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計
検
討
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
、
非
常
に
意
義
深
い
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

学
物
質
に
よ
っ
て
藻
の
増
殖
を
抑
え
る「
ア
レ

ロ
パ
シ
ー
効
果
」
と
呼
ば
れ
る
働
き
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
北
側
３
濠
で
も
、
か
つ
て

繁
茂
し
て
い
た
水
草
が
復
活
す
れ
ば
、
水
質
改

善
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
仮

定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
各
濠
の
底
泥
を

採
取
し
、
過
去
の
水
草
の
胞
子
が
残
存
し
て
い

な
い
か
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
の
外
濠
周
辺
に
は
針

葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
在
す
る
自
然
度
の
高
い
森

林
が
広
が
り
、
湿
地
で
は
イ
ネ
科
や
カ
ヤ
ツ
リ

グ
サ
科
、
キ
ク
科
な
ど
湿
地
性
の
草
本
類
が
多

く
見
ら
れ
、こ
れ
ら
に
加
え
て
カ
タ
バ
ミ
や
シ
ソ

科
植
物
な
ど
、
他
環
境
に
も
広
く
分
布
す
る
草

本
類
も
混
生
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
質
浄
化
に
寄
与
す
る
水
草
の
胞
子

各社の技術を集約
水質改善効果シミュレーションの一例

科
学
的
な
調
査
と
分
析
活
動
に
よ
り

外
濠
の
水
質
浄
化
改
善
策
を
提
案

市ケ谷濠の底泥を採取し、底質埋土種子発芽試験を実施 水草の水質浄化効果が期待できるかを検証。水草を入れた水槽は水がきれいになった 実際の水質調査の様子
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善
で
き
ま
す
。
ま
た
、
水
質
悪
化
の
要
因
と
な

る
栄
養
塩
類
の
濃
度
を
薄
め
る
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
２
０
１
９
年
か
ら
法
政
大
学
の

鈴
木
善
晴
教
授
と
協
力
し
、
き
れ
い
な
水
を
導

入
し
た
場
合
の
効
果
を
調
べ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン（
生
態
系
水
循
環
解
析
モ
デ
ル
）を
行
い
ま

し
た
。
北
側
３
濠（
市
ヶ
谷
濠
・
新
見
附
濠
・
牛

込
濠
）
を
対
象
に
、
水
の
量
や
質
、
滞
留
時
間
、

栄
養
分
の
変
化
、
生
物
の
働
き
な
ど
を
総
合
的

に
評
価
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
導
水
量
を
増

や
し
、
雨
の
日
の
下
水
の
流
れ
込
み
を
抑
え
る

対
策
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
ア
オ
コ
の
原
因
と

な
る「
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a（
藻
類
の
量
を
表
す
指

標
）」が
減
少
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
導

　

技
術
分
科
会
で
は
、
外
濠
の
水
質
改
善
を
単

な
る
工
学
的
な
問
題
で
は
な
く
、
都
市
の
イ
ン

フ
ラ
や
歴
史
、
景
観
が
関
わ
る
幅
広
い
課
題
と

し
て
捉
え
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
外
濠
の
環
境
づ

く
り
に
向
け
た
調
査
や
検
討
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
外
濠
の
状
態
を
科
学
的
に
調
べ
、
水
質
の

変
化
や
水
の
流
れ
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

改
善
に
向
け
た
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

　

北
側
の
３
つ
の
濠
で
は
、
雨
が
強
く
降
っ
た

際
に
下
水
道
か
ら
処
理
前
の
水（
Ｃ
Ｓ
Ｏ
）が
流

れ
込
む
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
影
響
で
栄
養
分
が

増
え
て
ア
オ
コ
が
発
生
し
や
す
く
な
る
問
題
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
外
濠
は
構
造
的
に

水
が
滞
留
し
や
す
く
、
こ
れ
も
水
質
悪
化
の
一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
技
術
分
科
会
で
は
、
外
濠
に
入
る
水
の
量

や
質
、
雨
の
日
の
流
れ
込
み
を
減
ら
す
工
夫
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
改
善
策
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

外
濠
に
き
れ
い
な
水
を
引
き
込
み

汚
水
の
流
入
を
防
止
す
る
策
も
進
む

　

水
質
改
善
の
た
め
に
協
議
会
が
取
り
組
ん
だ

の
は
、
玉
川
上
水
な
ど
か
ら
き
れ
い
な
水
を
外

濠
に
引
き
入
れ
る
こ
と
で
す
。
外
か
ら
清
ら
か

な
水
を
導
く
こ
と
で
、
水
の
滞
留
時
間
を
短
く

し
、
た
め
池
の
よ
う
に
水
が
よ
ど
む
状
態
を
改
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の取り組み学

セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

幅
広
い
活
動
で
外
濠
を
学
ぶ

　

２
０
１
３
年
か
ら
法
政
大
学
名
誉
教
授
の
陣

内
秀
信
氏
を
代
表
に
活
動
が
始
ま
り
、
法
政
大

学
、
東
京
理
科
大
学
、
日
本
大
学
、
中
央
大
学

な
ど
の
学
生
た
ち
、
市
民
、
専
門
家
、
地
域
関

係
者
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

主
要
な
活
動
内
容
は
①
セ
ミ
ナ
ー（
講
座
）、

②
ま
ち
あ
る
き
、
③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
④
記

憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ（
聞
き
取
り
・
資
料
化
）で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
外
濠
の
歴
史
文
化
、
都
市

環
境
、
社
会
的
価
値
に
つ
い
て
の
学
び
の
場
を

提
供
。地
域
の
方
や
専
門
家
を
招
い
た
講
演
で
は
、

江
戸
時
代
の
水
路
構
造
、
外
濠
の
景
観
、
周
辺

の
生
活
史
な
ど
を
テ
ー
マ
に
深
く
学
び
ま
す
。

　

ま
ち
あ
る
き
は
、
外
濠
沿
い
の
都
市
空
間
を

専
門
家
の
解
説
付
き
で
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
。
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
知
識
を
、
実
際
に
歩

く
こ
と
で
体
感
す
る
学
習
手
法
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
参
加
者
同
士
で
意
見

交
換
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
。
市
民
視
点
の
外
濠
未

来
像
を
描
き
出
す
体
験
型
の
取
り
組
み
で
す
。

　

記
憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
地
域
住
民
か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
歴
史
記
録
の
収
集
・

記
録
整
理
を
行
う
も
の
。
外
濠
と
関
わ
っ
て
き

た
住
民
の
記
憶
や
生
活
文
化
を
記
録
し
、
Ｈ
Ｐ

に
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
２
０
２
４
年
６
月
に
実
施
さ
れ
た

 

「
外
濠
市
民
塾
」
は
、
市
民
自
ら
が
外
濠
の
魅

力
と
課
題
を
発
見
し
、
未
来
像
を
描
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
市
民
学
習
・
協
働
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
外
濠
に
つ
い
て
学
び
、

体
験
し
な
が
ら
そ
の
価
値
を
見
つ
め
直
す
こ
と

で
、
外
濠
の
活
か
し
方
を
み
ん
な
で
考
え
る
活

動
の
場
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
積
極
的
に
動
い

て
い
ま
す
。

　

外
濠
水
辺
再
生
協
議
会
と
は
志
を
同
じ
く
し
、

協
力
関
係
に
あ
り
ま
す
。
企
業
が
主
体
の
協
議

会
に
対
し
、
外
濠
市
民
塾
は
市
民
参
加
型
に
よ

る
学
び
重
視
の
活
動
が
特
徴
で
、
外
濠
に
つ
い

て
市
民
、
学
生
、
研
究
者
、
地
域
関
係
者
が
一

緒
に
外
濠
を
深
く
知
り
、
そ
こ
か
ら
将
来
の
姿

を
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

景観・文化から魅力を再発見

外
濠
を
学
び
、実
体
験
を
通
し
て

そ
の
価
値
を
見
つ
め
直
す
活
動
を

R e p o r tEXPO 2025

まず最初にルートマップやフライヤーを作
って外濠を歩き、外濠の魅力や課題を議論
する勉強会を行って知見を広げる

「外濠水上コンサート 奏-KANADE-」を開催して
水辺の活用を実現している

おぼんカウンターを使った外濠昼食会

ワークショップで制作した
「外濠新名所案 外 三十六景」

これまでの外濠市民塾の主な活動

第 0 回 2013年  4月 3日 キックオフまちあるき（赤坂見附～市ヶ谷）

第10回 2019年  8月 7日  外濠浚渫工事見学（外濠公園～小石川橋）

第11回 2020年11月29日 外濠Bar　-おぼんカウンター作成-

第12回 2021年  5月21日 オンラインセミナー

第 1 回 2013年  6月  8日 外濠の誕生と原風景
　●歴史が育んだ水と緑の生活空間（法政大学 岡本教授）
　●まちあるき -坂と石垣のまち-（市ヶ谷周辺）　

第 2 回 2013年  9月  8日 外濠の水空間
　●外濠地域のまちの特徴とその可能性（法政大学 高橋名誉教授）
　●江戸の水循環を踏まえた外濠と玉川上水の再生（法政大学 神谷講師）
　●座談会>ワークショップ（外濠の価値再発見）

第 3 回 2013年11月30日 外濠周辺のまちづくり

第 4 回 2014年10月18日 外濠の水質にせまる
　●なぜ外濠の水は季節によって色が変わるのか（東京大学 栗栖講師）
　●フィールドワーク（水質調査）＞ワークショップ（水質検査）

第 5 回 2015年  4月11日 地形から見る四谷の今昔Part1
　●地形から見る四谷の今昔（法政大学 森田教授）
　●ウォーキングラリー（四谷若葉地区）＞ワークショップ

第 6 回 2015年10月10日 地形から見る四谷の今昔Part2
　●地形から見る四谷の今昔（東京スリバチ学会 皆川会長）
　●ウォーキングラリー（三栄町～荒木町）＞ワークショップ

第 7 回 2016年 4月24日 外濠の将来を考えよう
　●外濠の歴史と現状について（法政大学 高道氏）
　●ワークショップ（こんな外濠にしたい）

第 9 回 2018年  7月15日 いま、外濠をどうするのか？　-浚渫からかいぼりへ-

　●新見附濠調査報告（三輪田学園外濠フレンズ）
　●井の頭公園かいぼり事業について（NPO法人生態工房 片岡理事）　
　●ワークショップ（外濠2020-2036ワークショップ）

　●〝濠"で囲まれた日本の都市･･･ 〝外濠"の原景を探る（東京理科大 伊藤教授）

第13回 2021年  7月21日 オンラインセミナー
　●外濠150年-未完の都市計画公園としての外濠変遷-（NPO法人神田学会 小藤田理事）

第15回 2024年 6月 1日 路上で発見！！わたしたちでつくる外濠新名所
　●セミナー（路上観察学会 林丈二氏）
　●まちあるき（北三濠）＞ワークショップ

「
ま
ち
あ
る
き 

× 

路
上
観
察
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
路
上
観
察
の
専
門
家
を
招
い
て
、
外
濠

周
辺
の「
路
上
の
見
慣
れ
た
風
景
」に
改
め
て
視

点
を
向
け
た
も
の
。
普
段
見
逃
し
が
ち
な
名
所

や
風
景
の
価
値
を
再
発
見
し
、
参
加
者
と
一
緒

に「
外
濠
新
名
所
案

外 

三
十
六
景
」
を
作
る

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

外
濠
市
民
塾
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は

東
京
都
知
事
に
も
届
け
ら
れ
て
い
る

　

外
濠
市
民
塾
は
、
市
民
参
加
型
の
学
び
の

「
場
」と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
学
術
的
か
つ
社

会
的
価
値
の
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
濠
周
辺
の
大
学
の
学
生
と
教
員
が
関
わ
り
、

外
濠
を
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
捉
え
る
こ

と
で
実
践
的
な
学
び
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
議
会
の
技
術
的
な
行
政
連
携
型
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
市
民
・
地

域
感
覚
で
外
濠
の
価
値
を
見
い
だ
し
、
生
活
文

化
の
視
点
か
ら
外
濠
の
魅
力
・
課
題
を
議
論
す

る
活
動
が
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。

　

外
濠
市
民
塾
が
作
成
し
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、

外
濠
再
生
に
お
け
る
市
民
視
点
の
未
来
像「
外

濠
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
６
」
や「
外
濠
再
生
憲
章
」

（
外
濠
の
価
値
と
行
動
原
則
を
共
有
）な
ど
へ
の

イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
民
塾
の
提
言
の
一
部
は
、
こ
れ
ま
で「
玉
川

上
水
・
日
本
橋
川
の
浄
化
」な
ど
、
大
学
総
長
連

名
の
提
言
書
と
し
て
都
知
事
宛
て
に
提
出
さ
れ

る
な
ど
、
行
政
と
の
対
話
の
足
が
か
り
に
も
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

外
濠
市
民
塾
は
、「
市
民
自
身
の
目
で
外
濠
を

感
じ
、
考
え
、
未
来
を
描
く
」
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
精
力
的
に
活
動
す
る
こ
と

で
、
外
濠
再
生
の
議
論
に
生
活
者
視
点
・
文
化

的
価
値
の
視
点
を
し
っ
か
り
取
り
入
れ
る
役
割

を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
こ

と
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

外
濠
に
つ
い
て
学
ぶ

※肩書・所属は開催当時のもの

　●都市計画の視点から街づくり（東京大学 窪田准教授）
　●まちあるき -外濠の内と外（飯田橋～田安門）

Web企画 いいね！外濠発見Webフォトコンテスト（2014年3月10日～4月13日）

第 8 回 2017年 4月22日 外濠をあそぶ -未来へつなげる地域の記憶と体験-
　●外濠憲章 ・外濠ヒヤリング（地域の方々へ学生が取材・発表）
　●まちあるき＞ワークショップ（外濠のあそび方を考える）
外濠水辺調査会 2018年4月14日 文化財観察・記録（三輪田学園高等学校と共同）

第14回 2021年10月27日 オンラインセミナー
　●タイムトリップ江戸から東京へ-千代田と江戸城外堀の風景-
　（元千代田区立日比谷図書文化館学芸員 後藤氏）
セミナー2024年3月14日  水辺解放に向けた地域・建築デザイン（日本大学 菅原遼助教）
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東
京
都
の
活
動

　

そ
こ
で
東
京
都
で
は
、
外
濠
で
発
生
す
る
ア

オ
コ
の
大
量
発
生
を
抑
制
し
、
水
質
改
善
を
図

る
た
め
に
３
つ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
外
部
か
ら
の
導
水
で
濠
水
の
滞
留
を

防
止
す
る
こ
と
に
よ
る
水
質
浄
化
で
す
。
次
に
、

合
流
式
下
水
道
の
改
善
に
よ
る
窒
素
や
リ
ン
な

ど
の
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
２
つ
の
取
り
組
み
が
完
了
す
る
ま
で
の
暫
定

的
な
対
策
と
し
て
、
薬
剤
散
布
に
よ
る
ア
オ
コ

も
の
で
す
。
現
在
、
２
０
２
２
年
５
月
に
策
定

し
た「
外
濠
浄
化
に
向
け
た
基
本
計
画
」に
基
づ

き
、
新
た
な
導
水
路
整
備
等
の
詳
細
調
査
や
基

本
設
計
な
ど
を
実
施
中
で
、
２
０
３
０
年
代
半

ば
の
施
設
整
備
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
東
京
都
の
関
係
局
が
連
携
し
、
役

割
分
担
し
て
施
設
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
は
導
水
施
設
の
設
計
や
管
理
者

協
議
を
進
め
て
、
年
度
内
に
は
施
設
整
備
を
具

体
化
す
る
た
め
の
実
施
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。

勉
強
会
な
ど
で
広
報
に
尽
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も

　

２
０
２
２
年
以
降
は
、
外
濠
の
歴
史
的
価
値

や
外
濠
の
水
辺
再
生
事
業
に
つ
い
て
、 

都
民
の

理
解
・
関
心
を
高
め
る
た
め
の
各
種
事
業
や
広

報
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
外
濠
の
歴
史
的
価
値
や
維
持

管
理
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
の
子
ど
も
向
け

勉
強
会
や
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
情
報
発
信

な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　

子
ど
も
向
け
勉
強
会
に
つ
い
て
は
、
２
０ 

２
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
度
も
千
代
田
区

や
新
宿
区
と
連
携
し
て
、
地
域
の
小
学
生
を
対

象
に
し
て
実
施
し
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、「
き
れ
い
に
な
っ
た
外
濠
で
水
遊
び
が
し

た
い
」「
も
っ
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
、
外
濠
へ
の
思
い
が
数
多
く
届
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
は
よ
り
多
く
の

人
に
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
外

濠
の
景
観
を
活
か
し
た「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
」
の
投
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
で
参
加
企
業

を
募
集
し
、
決
定
し
た
企
業
と
協
働
し
て
５
月

末
か
ら
４
日
間
実
施
し
、
２
０
２
４
年
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
７
０
０
０
人
以
上
の
皆
さ
ま
が
来
場

し
て
大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
２
０
２
５
年

度
は
外
濠
だ
け
で
な
く
、
都
庁
舎
に
お
い
て
も

「
水
の
都
江
戸
・
外
濠
」
と
題
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
11
月
の

土
・
日
・
祝
日
に
投
影
し
て
、
大
い
に
話
題
を
呼

び
ま
し
た
。
投
影
日
に
は
都
庁
舎
前
の
都
民
広

場
で
、
国
内
外
の
方
々
が
観
覧
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
東
京
都
で
は
、
外
濠
の
浄
化
に

向
け
て
、
都
庁
内
は
も
と
よ
り
、
国
や
地
元
区

市
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
外
濠
浄
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

の
沈
降
、
以
上
の
３
つ
の
対
策
が
進
行
中
で
す
。

東
京
都
の
関
係
局
が
連
携
し

役
割
分
担
し
て
施
設
整
備
を
推
進

　

導
水
に
よ
る
外
濠
浄
化
に
向
け
た
取
り
組
み

は
、
具
体
的
に
は
、
導
水
ル
ー
ト
を
整
備
し
、

多
摩
川
上
流
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
下
水
再
生
水

と
荒
川
の
河
川
水
を
導
水
す
る
こ
と
で
、
５
日

間
滞
留
す
る
前
に
濠
水
を
入
れ
替
え
る
と
い
う

の取り組み官外濠の未来を創る

プロジェクションマッピング、
都民向け勉強会に関しては

P18-19へ

い
う
外
濠
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
す
。
結
果
、

ア
オ
コ
の
発
生
に
よ
る
水
質
悪
化
が
起
こ
り
ま

し
た
。
ア
オ
コ
の
大
量
発
生
の
条
件
は
、
①
濠

水
の
水
温
が
25
℃
を
超
え
、
②
窒
素
・
リ
ン
が

豊
富
な
水
質
状
況
と
な
り
、
③
濠
水
の
滞
留
時

間
が
５
日
間
を
超
え
る
こ
と
の
３
つ
で
す
。
現

在
の
外
濠
の
水
辺
空
間
は
、
ア
オ
コ
の
発
生
に

伴
う
景
観
障
害
や
異
臭
と
い
っ
た
都
市
環
境
の

悪
化
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
都
市
整
備
局
で
は
、
外
濠
を
都
市
の

魅
力
あ
る
水
辺
空
間
と
し
て
再
生
す
る
外
濠
の

水
辺
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
、東
京
都
が
策
定
し
た
都
市
戦
略「
２
０
５
０

東
京
戦
略
」
で
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
重
要
な
取

り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　

都
が
２
０
２
１
年
３
月
に
策
定
し
た「
未
来

の
東
京
」
戦
略
に
は
、
外
濠
の
水
質
を
改
善
す

る
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。「
未
来
の
東
京
」
戦

略
は
、
そ
の
後
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た

も
の
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
外
濠
の

水
質
改
善
が
戦
略
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
従
い
、
外
濠
浄
化
に
向
け
た
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
目
的
は
、
歴
史
的
財
産
で
あ
る
外
濠

の
水
質
改
善
を
進
め
、
都
心
で
働
く
人
々
に
癒

や
し
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
品
格
あ
る

景
観
を
形
成
し
て
地
域
全
体
を
活
性
化
す
る
こ

と
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
つ
な
げ
て
い

き
、
外
濠
浄
化
の
推
進
を
契
機
と
し
て
、「
水
の

都
」
東
京
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

２
０
２
２
年
に
策
定
さ
れ
た「
外
濠
浄
化
に
向

け
た
基
本
計
画
」で
は
、３
つ
の
濠（
市
ヶ
谷
濠
・

新
見
附
濠
・
牛
込
濠
）を
対
象
に
、
外
濠
に
導
水

す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

３
つ
の
濠
で
は
、
と
も
に
水
環
境
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
流
入
水
が
少

な
く
、
水
が
滞
留
し
や
す
い「
閉
鎖
性
水
域
」と

「
２
０
５
０
東
京
戦
略
」に
掲
げ
ら
れ
た

外
濠
浄
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中

外濠浄化に向けた導水の取り組み

合流式下水道の改善事業

外濠におけるアオコ発生状況（市ヶ谷濠）
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し
た
。
高
速
道
路
が
地
下
化
さ
れ
た
後
の
日
本

橋
川
の
将
来
像
や
、
谷
中
の「
よ
み
せ
通
り
」に

か
つ
て
流
れ
て
い
た
水
辺
を
復
活
さ
せ
る
イ
メ

ー
ジ
画
像
な
ど
、
皆
川
氏
が
制
作
し
た
素
材
は

非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
、
水
辺
を
生
か
し
た

す
て
き
な
未
来
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
会

場
全
体
の
関
心
を
一
気
に
引
き
寄
せ
ま
し
た
。

会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
一
気
に
高
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
幕
開
け

で
す
。

東
京
高
速
K
K
線
の
遊
歩
道
化
に

独
自
の
視
点
に
よ
る
提
案
も

皆
川　
「
東
京
都
の
取
り
組
み
で
、
K
K
線
が

近
く
遊
歩
道
化
さ
れ
ま
す
ね
。
銀
座
・
有
楽
町

の
真
ん
中
に
空
中
回
廊
が
生
ま
れ
る
と
い
う
楽

し
み
な
計
画
で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
、

高
架
貨
物
線
を
歩
道
化
し
た『
ハ
イ
ラ
イ
ン
』が

　

続
い
て
都
庁
の
新
良
氏
よ
り
、
東
京
都
の
立

場
か
ら「
水
資
源
」と「
開
発
」が
結
び
付
く
、
外

濠
と
日
本
橋
川
沿
川
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
東
京
に
は
な
か
っ
た

「
水
辺
の
風
景
」を
創
出
し
て
い
き
た
い

新
良　
「
私
の
部
署
で
は
、
日
本
橋
川
沿
川
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
の
で
す
が
、
同
時
に
外
濠
に
つ
い
て
も
水
質

を
改
善
し
て
、
都
民
に
親
し
ま
れ
る
空
間
に
す

る
た
め
の
街
づ
く
り
を
考
え
る
立
場
に
あ
り
ま

す
。
今
日
は
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

今
の
仕
事
に
も
反
映
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
日
本
橋
川
の
取
り
組
み
な
ど
は
、

か
な
り
柔
軟
な
発
想
も
必
要
で
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
制
度
運
用
も
視
野
に
入
れ
て
、
議
論
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
先
ほ

名
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
Ｋ
Ｋ
線
は
、

か
つ
て
は
外
濠
だ
っ
た
の
で
、
私
は
さ
ら
に
先

を
見
据
え
、
２
０
５
０
年
を
目
標
に
旧
K
K
線

を
外
濠
に
戻
し
た
い
と
、
勝
手
に
妄
想
し
て
お

り
ま
す
。
数
寄
屋
橋
や
鍛
冶
橋
も
橋
の
姿
で
復

活
す
る
し
、
例
え
ば
地
方
か
ら
東
京
に
や
っ
て

来
た
人
が
、
東
京
駅
や
羽
田
空
港
か
ら
船
に
乗

っ
て
都
心
の
観
光
地
ま
で
移
動
で
き
る
と
い
う

未
来
で
す
。
ど
う
で
す
。
す
て
き
だ
と
は
思
い

ま
せ
ん
か
」

　

皆
川
氏
は
、
江
戸
の
遺
構
を
活
用
し
た
都
市

再
興
プ
ラ
ン
の
効
果
と
し
て
、
河か

積せ
き

増ぞ
う

に
よ
る

遊
水
増
強
で
東
京
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
へ
の
寄
与
や
、
東
京

駅
を
中
心
と
す
る
舟
運
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
訴
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
循
環
に
よ
る
環
境

先
進
都
市
の
模
索
と
い
う
魅
力
的
な
提
案
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
壇
し
た
の

は
、
東
京
都
都
市
整
備
局
ま
ち
づ
く
り
調
整
担

当
部
長
の
新
良
京
子
氏
、
外
濠
市
民
塾
の
メ
ン

バ
ー
で
法
政
大
学
教
授
の
福
井
恒
明
氏
、
東
京

ス
リ
バ
チ
学
会
会
長
の
皆
川
典
久
氏
、
外
濠
水

辺
再
生
協
議
会
の
安
井
利
彰
氏
の
４
名
で
す
。

な
お
、
同
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
角
川
ア

ス
キ
ー
総
合
研
究
所
の
玉
置
泰
紀
氏
が
モ
デ
レ

ー
タ
ー
と
し
て
、
司
会
進
行
を
務
め
ま
し
た
。

　

東
京
ス
リ
バ
チ
学
会
は
、
２
０
０
３
年
に
皆

川
典
久
氏
ら
が
設
立
し
た
、
東
京
の「
ス
リ
バ

チ
状（
谷
・
凹
凸
）」地
形
を
巡
っ
て
記
録
す
る
任

意
団
体
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組「
ブ
ラ
タ

モ
リ
」
へ
の
地
形
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
地
形

ブ
ー
ム
の
先
駆
け
と
し
て
も
知
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
４
年
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
。

東
京
の
台
地
や
斜
面
の
魅
力
を
発
掘
す
る
な
ど
、

幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
外
濠

の
歴
史
と
環
境
、
そ
し
て
未
来
に
つ
い
て
市
民

と
研
究
者
、
企
業
、
行
政
と
が
意
見
交
換
す
る

場
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
参
加
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
外
濠
と
東
京
の
水
辺

の
未
来
を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
で
は
、
東
京
ス
リ
バ
チ
学
会
の
皆
川
氏

よ
り
、
東
京
の
地
形
の
視
点
か
ら
歴
史
を
踏
ま

え
た「
水
の
都
東
京
」の
未
来
図
が
紹
介
さ
れ
ま

ど
皆
川
さ
ん
が
見
せ
て
く
れ
た
イ
メ
ー
ジ
図
な

ど
が
あ
る
と
、
私
た
ち
も
話
が
し
や
す
い
で
す
。

今
ま
で
の
東
京
に
は
な
か
っ
た
水
辺
の
景
色
を

創
出
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、
私
に
と
っ
て
も

共
通
す
る
も
の
で
す
」

福
井　
「
皆
川
さ
ん
の
描
か
れ
た
未
来
図
を
見

せ
ら
れ
る
と
、
私
は
正
直
悔
し
い
ん
で
す
よ

（
笑
）。
や
は
り
あ
の
よ
う
な
絵
が
あ
る
と
、
具

体
的
な
議
論
が
始
ま
り
ま
す
か
ら
ね
。
皆
川
さ

ん
の
あ
そ
こ
ま
で
踏
み
込
む
勇
気
と
、
素
晴
ら

し
い
構
想
力
は
と
て
も
大
事
な
の
で
、
私
と
し

て
は
、
ど
う
や
っ
て
追
い
か
け
よ
う
か
と
今
考

え
て
い
ま
す
。
海
外
で
は
、
大
胆
に
水
辺
を
復

元
す
る
気
運
が
あ
り
、
成
功
例
も
実
際
に
あ
る

の
で
す
が
、
東
京
は
ど
う
し
て
も
慎
重
に
な
り

が
ち
な
の
で
…
」

安
井　
「
私
の
本
職
は
土
木
畑
な
の
で
、
ど
う

や
っ
て
あ
の
よ
う
な
も
の
を
造
る
の
か
と
い
う

行
政
、市
民
、企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

東
京
の
未
来
の
姿
を
語
り
合
っ
た

外濠再生が創る
新・東京の姿

鹿島建設建築設計本部勤務。2003年にランド
スケープデザイナーの石川初氏（現在は慶應
義塾大学教授）と東京スリバチ学会を設立

千代田区景観アドバイザー、都市景観大賞審
査員などを務めるほか、2024年には土木学会
出版文化賞を受賞

都市づくり政策や都市基盤整備に関する業務
に携わる。都市基盤部交通企画課長などを歴
任し、2024年度より現職

産経新聞～福武書店～角川4誌編集長。国際大
学GLOCOM客員研究員。一般社団法人メタ観
光推進機構理事。京都市埋蔵文化財研究所理事

前田建設工業 土木事業本部 土木技術部に所
属。2024年度より外濠水辺再生協議会 技術
分科会長として活動

Discuss i onEXPO 2025

パネリスト紹介 東京都 外濠市民塾 東京スリバチ学会 外濠水辺再生協議会× × ×

2025年11月11日に DNPプラザで開催された「外濠EXPOシンポジウム」。
シンポジウムの後半では、パネルディスカッションが行われました。その詳細をご紹介します。

まちづくり調整
担当部長 
新良京子氏

東京都都市整備局

玉置泰紀氏
外濠水辺再生協議会

法政大学教授 
福井恒明氏

外濠市民塾

会長 
皆川典久氏

東京スリバチ学会

技術分科会 会長
安井利彰氏

外濠水辺再生協議会
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く
て
も
、
し
っ
か
り
水
が
循
環
で
き
る
仕
組
み

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
我
々
も
そ
こ
か
ら
学
ぶ

べ
き
な
の
で
す
。
他
の
都
市
が
う
ら
や
む
豊
富

な
水
と
地
形
が
あ
る
の
で
す
か
ら
。
武
蔵
野
台

地
は
、
関
東
ロ
ー
ム
層（
赤
土
）な
の
で
す
が
、

こ
れ
は
ス
ポ
ン
ジ
に
例
え
ら
れ
る
よ
う
な
地
質

で
あ
り
、
ま
さ
に
、
水
を
蓄
え
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
土
地
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
か
、
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
ヒ
ン
ト
が
、
実
は
東
京
に

た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
認
識
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
」

福
井　
「
そ
れ
は
、
と
て
も
大
事
な
話
な
ん
で

す
よ
ね
。
も
し
首
都
直
下
地
震
が
起
き
て
、
電

気
も
水
も
来
な
け
れ
ば
大
変
な
事
態
に
な
り
ま

す
よ
。
で
も
そ
の
時
に
玉
川
上
水
が
機
能
し
て

い
れ
ば
、
水
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
４
０
０

年
を
経
て
そ
ん
な
都
市
構
造
が
残
り
、
周
辺
の

歴
史
や
文
化
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
し
っ
か
り
復
活
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世
界
遺
産
の
可
能
性
も

見
え
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

こ
れ
ほ
ど
の
緑
と
水
が
、東
京
の
中
心
に

あ
る
こ
と
を
も
っ
と
誇
り
に
思
う
べ
き

福
井　
「
江
戸
時
代
の
再
現
と
は
い
っ
て
も
、

城
郭
内
と
町
人
地
で
は
ま
っ
た
く
違
う
。 

そ

こ
は
し
っ
か
り
考
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
商
業
施
設
と
し
て
城
下
町
風
の
装
飾
を

す
る
よ
う
な
単
純
な
話
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

江
戸
城
下
町
の
構
造
は
複
雑
で
、
中
心
に
江
戸

城
が
あ
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
は
大
名
や
旗
本
が

住
ん
だ
武
家
地
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
町
人
地

や
寺
社
地
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
区
別
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
の
城
門
を
現
代

視
点
で
つ
い
考
え
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
そ
う

な
る
と
皆
川
さ
ん
の
ご
提
案
は
魅
力
的
で
す
が
、

実
際
に
は
困
難
を
伴
う
か
と
…
。
で
も
大
阪
出

身
者
と
し
て
は
、
道
頓
堀
を
造
っ
た
こ
と
で
人

を
引
き
寄
せ
た
事
実
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、

や
は
り
水
辺
に
人
を
近
づ
け
る
こ
と
が
、
第
一

歩
に
な
る
の
か
な
と
は
思
い
ま
す
ね
」

と
を
、
私
た
ち
は
も
っ
と
誇
り
に
思
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
日
本
の
首

都
で
あ
る
東
京
の
都
市
づ
く
り
を
し
っ
か
り
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
」

皆
川　
「
東
京
だ
っ
て『
水
の
都
』
だ
っ
た
し
、

水
を
た
た
え
た
外
濠
の
エ
リ
ア
と
い
う
の
は
、

か
な
り
広
域
な
ん
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
見
附

の
城
門
を
復
元
し
て
防
災
拠
点
に
す
る
と
い
う

た
り
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
も
そ
の
一
環
で
企
画
し
た
も
の
で
す
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
方
を
は
じ
め
、
こ
れ
が
大
変
好
評

で
、
外
濠
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
い

う
手
応
え
が
あ
り
ま
し
た
」

東
京
の
ス
リ
バ
チ
地
形
を
活
か
せ
ば

「
水
の
都
」の
復
活
に
寄
与
す
る
は
ず

安
井　
「
外
濠
の
水
質
改
善
の
話
だ
と
、
下
水

か
ら
の
放
流
量
を
減
ら
す
対
策
は
、
非
常
に
分

か
り
や
す
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
減
ら

し
過
ぎ
る
と
、
そ
の
分
外
部
か
ら
の
き
れ
い
な

水
の
導
水
量
を
増
や
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。

イ
ン
と
ア
ウ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
と
、
循
環
の
計
算

が
と
て
も
難
し
い
ん
で
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
大
事
だ
け
ど
、
や
は
り
実
際
に
や
っ
て
み

な
い
と
分
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
。
こ
れ
は
、

や
り
な
が
ら
効
果
を
確
か
め
つ
つ
、
検
証
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
の
が
い
い
の
で
し
ょ
う
ね
…
」

皆
川　
「
そ
の
よ
う
な
技
術
的
な
難
し
さ
は
よ

く
分
か
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
人
間
が
造
っ
た

も
の
な
ら
ば
、
絶
対
に
克
服
で
き
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
東
京
の
水
循
環
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
を
可
能
に
す
る
地
形
の
高
低
差
が
あ
る
わ
け

で
す
。
こ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
さ
な
い
手

は
な
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
復
活
す
る
玉
川
上

水
か
ら
千
川
上
水
な
ど
に
分
水
さ
れ
れ
ば
、
水

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、
武
蔵
野
台
地

の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
も
非
常
に
有
効

で
す
。
井
の
頭
池
な
ど
、
私
の
大
好
き
な
ス
リ

バ
チ
の
湧
水
が
復
活
す
る
可
能
性
だ
っ
て
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
都
市
は
、

世
界
に
類
を
見
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
こ
れ

的
な
建
造
物
で
概
念
的
に
再
現
す
る
よ
う
な
方

向
性
は
、
イ
タ
リ
ア
に
事
例
が
あ
り
ま
す
ね
」

安
井　
「
イ
タ
リ
ア
と
い
え
ば
、
ベ
ネ
チ
ア
が

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
時
に
、
審
査
対
象
の

全
項
目
を
ク
リ
ア
し
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
、
実

は
と
て
も
す
ご
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
の
中

に『
シ
ン
ボ
ル
』と
い
う
項
目
が
あ
る
ん
で
す
。

で
は
、
世
界
遺
産
に
な
れ
る
東
京
の
シ
ン
ボ
ル

と
は
何
だ
ろ
う
か
と
。
私
は
、
外
濠
を
含
め
た

旧
江
戸
城
跡
に
、
何
か
東
京
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

存
在
が
あ
れ
ば
い
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

皆
川　
「
城
郭
と
町
人
地
の
構
造
を
有
し
、
そ

れ
に
独
特
な
ス
リ
バ
チ
地
形
が
絶
妙
に
組
み
合

わ
さ
れ
た
江
戸
の
町
は
、
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
造
り
替
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
更
新

さ
れ
た
部
分
と
、
残
っ
て
い
る
部
分
の『
断
面
』

が
見
え
る
場
所
が
東
京
に
は
あ
り
ま
す
。
外
濠

は
ま
さ
に
、
そ
の
断
面
を
見
せ
る
と
こ
ろ
だ
と

思
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
人
々
の
日
常
生
活
の

中
で
見
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
外
濠
の
大
き
な

可
能
性
が
あ
る
ん
で
す
ね
」

新
良　
「
東
京
の
都
心
部
に
は
こ
れ
ほ
ど
の
水

を
た
た
え
た
空
間
が
あ
り
、
し
か
も
緑
が
豊
富

で
す
。
こ
ん
な
都
市
は
、
海
外
で
は
ほ
ぼ
類
例

が
な
い
と
思
い
ま
す
。
国
内
で
も
城
が
あ
る
所

に
堀
が
残
っ
て
い
る
の
は
理
解
で
き
る
の
で
す

が
、
城
が
な
い
の
に
外
濠
が
現
存
し
て
い
る
の

は
、
あ
る
意
味
で
東
京
ら
し
い
現
象
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
江
戸
の
人
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
自
分
た
ち
の
マ
イ
ン
ド

を
文
化
に
落
と
し
込
む
こ
と
に
長
け
て
い
た
は

ず
で
す
。
そ
れ
は
本
当
に
リ
ス
ペ
ク
ト
で
き
ま

す
し
、
東
京
の
真
ん
中
に
水
辺
と
緑
が
あ
る
こ

福
井　
「
私
も
土
木
の
人
間
で
す
か
ら
、
水
面

と
道
路
の
関
係
性
を
つ
い
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
外
濠
は
文
化
財
で
も
あ
り
、両
側
を
公
園
・

鉄
道
・
道
路
に
挟
ま
れ
て
活
用
が
や
り
に
く
い
。

商
業
施
設
が
面
す
る
道
頓
堀
と
は
大
き
く
違
う

ん
で
す
ね
。
外
濠
の
場
合
は
道
路
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
ま
ず
外
堀

通
り
の
車
線
を
減
ら
し
て
、
歩
道
を
広
げ
て
水

辺
に
下
ろ
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
れ
ば
、
突
破
口

に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
す
」

新
良　
「
外
濠
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
導

水
路
の
整
備
に
向
け
て
動
き
出
す
年
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
別
の
部
署
で
は
、
世
界
遺
産
へ
の

登
録
を
見
据
え
て
、
江
戸
の
文
化
を
伝
え
る
場

所
の
創
出
事
業
を
進
め
て
お
り
、
都
庁
全
局
の

取
り
組
み
に
な
っ
て
い
て
、
外
濠
の
水
辺
再
生

事
業
も
そ
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
濠
の
価
値
を
見
つ
め
直
す
勉
強
会
を
実
施
し

試
み
な
ん
て
ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
本
橋

の
界か

い

隈わ
い

に
は
、
か
つ
て
運
河
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
ま
る
で
ベ
ネ
チ
ア
の
よ
う
な
風
景
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
掘
り
返
せ
ば
護
岸
の

石
垣
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
出
て
き
ま
す
よ
。『
水
の
都
』

と
し
て
再
生
さ
せ
る
取
り
組
み
で
、
東
京
は
も

っ
と
も
っ
と
面
白
い
街
に
な
る
は
ず
だ
と
、
私

は
確
信
し
ま
す
」

を
活
か
す
こ
と
は
日
本
発
環
境
モ
デ
ル
に
も
絶

対
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
！
」

水
と
緑
が
土
地
を
潤
し
て
酷
暑
対
策
に

「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」が
進
行
中

新
良　
「
従
来
は
難
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
自
然
地
形
を
都
市
造
り
に
活
か
す
と

い
う
発
想
に
、
東
京
も
よ
う
や
く
目
を
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
今
は
感
じ
て
い
ま
す
。

東
京
都
で
は
、『
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
』と
い
う

呼
称
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
緑
が
あ
っ
て
水
が

湿
潤
し
て
土
地
を
潤
し
、
酷
暑
対
策
に
つ
な
が

る
と
い
う
発
想
は
既
に
始
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
れ
が
ど
の
く
ら
い
の
規
模
で
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、
い
い
都
市
造
り

を
す
る
た
め
に
も
し
っ
か
り
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
」

皆
川　
「
江
戸
時
代
の
土
木
技
術
は
極
め
て
先

進
的
で
、
現
代
の
よ
う
に
化
石
燃
料
に
頼
ら
な

専門家同士の鋭い議論
にも皆さん笑顔で対応

シンポジウムに参加したメンバー。イベントを通して、今後の外濠の可能性がかなり広がった

皆川氏が作成した外濠復活後の未来イメージ図。「水の都」復権といえ
る図が議論のきっかけになれば、と皆川氏はほくそ笑む

パネルディスカッションはざっくばらんな雰囲気で
進行。それぞれ知識の専門分野が異なるからこそ、
笑顔の絶えないシンポジウムとなった
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「都民向け勉強会」は、初開催ながら100人の定員が満員になるほど盛況。外濠市民塾のメン
バーがガイド役を務め、外濠の現状を知る良い機会となった

イベント名

江戸城外濠プロジェクションマッピング2025

開催期間

2025年11月20日～11月23日 17:00～20:30

開催場所

江戸城外濠牛込濠法
のり

面
めん

（新宿区市谷田町三丁目約100mの区間）

東京都主催

プロジェクションマッピング
　

東
京
都
は「
外
濠
浄
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の

都
民
の
理
解
を
深
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
外
濠

に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
外
濠

の
景
観
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
２
０
２
５
年
11
月
に
投
影
し
ま
し
た
。

　

江
戸
城
外
濠
跡
に
、
青
い
水
の
流
れ
か
ら
始

ま
る
光
の
物
語
が
映
し
出
さ
れ
、
金
魚
が
泳
ぎ
、

和
柄
が
巡
り
、
椿
と
牡
丹
が
咲
き
乱
れ
る
光
の

祭
典
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

浮
世
絵
、
蒔ま

き

絵え

、
和
傘
、
金
屏
風
と
い
っ
た

日
本
の
美
を
最
先
端
映
像
で
鮮
や
か
に
映
し
出

す
構
成
は
、
デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン

パ
ニ
ー
の「
一
旗
」
が
担
当
。
水
の
都
・
東
京
の

豊
か
な
水
文
化
の
継
承
と
、
未
来
へ
と
続
く
東

京
・
外
濠
の
水
辺
再
生
の
可
能
性
へ
の
期
待
が

込
め
ら
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

東
京
都
で
は
、
歴
史
的
財
産
で
あ
る
外
濠
の

水
質
を
改
善
す
る「
外
濠
浄
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
都
心
で
働
く
人
々
に
癒
や

し
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
品
格
あ
る
景

観
の
形
成
に
よ
り
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
図

る
目
的
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

造
ら
れ
、
近
く
４
０
０
周
年
を
迎
え
る
外
濠
は
、

東
京
の
重
要
な
史
跡
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
価

値
や
外
濠
の
水
辺
再
生
事
業
に
つ
い
て
広
く
知

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
、
外
濠
水
辺
再
生

協
議
会
と
東
京
都
の
共
通
の
願
い
で
す
。

　

２
０
２
５
年
11
月
15
日
、
東
京
都
都
市
整
備

局
が
主
催
し
、
外
濠
市
民
塾
と
外
濠
水
辺
再
生

協
議
会
の
協
力
の
下
で
実
施
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

が
、「
外
濠
の
水
辺
再
生
事
業
に
関
す
る
都
民
向

け
勉
強
会
２
０
２
５
」で
す
。

　

当
日
は
、
会
場
の
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
前
飯
田
橋

グ
ラ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
12
階
前
田
建
設
工
業
会
議

室
に
約
80
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ま
ず
は
都

の
担
当
者
よ
り
外
濠
の
水
辺
再
生
事
業
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
法
政

大
学
文
学
部
の
米
家
志
乃
布
教
授
に
よ
る
基
調

講
演「
歴
史
的
財
産
を
学
ぶ
」が
実
施
さ
れ
、
江

戸
城
外
濠
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

実
際
に
外
濠
周
辺
を
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

形
式
の
歴
史
ツ
ア
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。
外
濠

市
民
塾
の
有
志
が
ガ
イ
ド
役
を
務
め
、
外
濠
に

残
る
遺
跡
や
地
形
の
特
徴
を
見
学
し
な
が
ら
、

歴
史
的
背
景
や
現
在
の
環
境
課
題
に
つ
い
て
深

く
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
講
演
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を

通
じ
て「
今
あ
る
景
観
の
意
味
が
よ
く
分
か
っ

た
」
と
い
っ
た
声
や
、
実
際
に
歩
き
な
が
ら
学

ぶ
ツ
ア
ー
形
式
が
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
資

料
や
説
明
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い「
現
地
な
ら

で
は
の
気
付
き
が
得
ら
れ
た
」
と
い
う
旨
の
感

想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
意
義
深
い
勉
強
会
と
な

り
ま
し
た
。

外
濠
の
豊
か
な
水
辺
再
生
へ
の

可
能
性
が
込
め
ら
れ
た
内
容
が
好
評

外
濠
に
残
る
遺
跡
や
地
形
を
見
学
し

歴
史
的
背
景
や
環
境
課
題
を
学
ん
だ

E v e n tEXPO 2025

外濠の法面にさまざまな映像が映し出され、
ひと目見ようと4,000人以上が足を運んだ

令和に「水の都」が蘇蘇
よみがえよみがえ

る

イベント名

外濠の水辺再生事業に関する
都民向け勉強会2025

開 催 日

2025年11月15日 13:00～17:30

開催場所

飯田橋グラン・ブルーム12階
前田建設工業会議室

都民向け勉強会
外濠についてみんなで学ぶ
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